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決算の状況

健全化判断比率 ――すべての指標が健全化基準を下回っています

※１　地方公共団体の標準的な状態で通常収入があるであろう経常的一般財源の規模を示すものです。
※２　赤字、資金の不足が生じておらず、比率が算定されないため、「－」表示となります。

　平成19年６月、自治体の財政破綻を未然に防ぐことを目的に、「地方公共団体の財政の健全化に
関する法律」が施行されました。地方公共団体は、４つの指標による「健全化判断比率」、公営企
業の経営の健全化を判断する指標である「資金不足比率」を公表することが義務付けられました。
　各比率は次のとおりで、監査委員の審査を受け、９月市議会に報告しました。

256億8,682
41億9,424

2,491
12億4,730
59億4,798
2億4,589
1,891
7,768

5億3,797
122億9,488
56億8,267
3億6,507
11億49

4億9,943
6億2,772
15億1,241

国民健康保険事業
国民健康保険診療所事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
生活排水処理事業
簡易給水施設事業
農業集落排水事業
大田市駅周辺土地区画整理事業

収益的収支（税抜）
資本的収支（税込）
収益的収支（税抜）
資本的収支（税込）
収益的収支（税抜）
資本的収支（税込）

一般会計

特別会計合計

病院事業

水道事業

下水道事業

123億1,471

49億1,158

71億9,583

0

8,370

2億1,232

歳入
250億1,700
41億2,400

2,491
12億3,798
57億2,768
2億4,589
1,891
7,768

5億3,618
119億9,323
58億9,077
5億6,737
10億7,716
8億8,253
5億9,870
15億7,907

歳出
6億6,982
7,024

0
932

2億2,030
0
0
0

179
3億165

△2億810
△2億230
2,333

△3億8,310
2,902

△6,666

差し引き
310億1,632

0
155
0
0

6億8,241
0

2億516
4億7,797
13億6,709

市債残高
56億880
1億9,462

954
0

1億6,908
1億480

0
0
0

4億7,804

基金残高

特
別
会
計

企
業
会
計

（単位：万円）

早期健全化基準、財政再生基準、経営健全化基準を超えると……それぞれに対応した計画を作成し、
総務大臣などに報告、自主的または国・県の関与のもとに財政健全化をおこなうことになります。

■実質赤字比率

早期健全化基準…12.94％
財政再生基準…20.00％

大田市　―％※２

（赤字、資金不足なし）

普通会計を対象とした実質赤字の標
準財政規模※1に対する比率で、普通
会計の赤字の程度を示しています。

■実質公債費比率

早期健全化基準…25.00％
財政再生基準…35.00％

大田市　11.1％

普通会計が負担する元利償還金およ
び準元利償還金の標準財政規模に対
する比率で、市の借金の返済額の大
きさの程度を示しています。

早期健全化基準…350.00％

大田市　68.3％

普通会計が将来負担すべき実質的な
負債の標準財政規模に対する比率で、
市が将来支払っていく負担額の大き
さの程度を示しています。

■連結実質赤字比率

早期健全化基準…17.94％
財政再生基準…30.00％

大田市　―％※２

（赤字、資金不足なし）

全会計を対象とした実質赤字（また
は資金不足額）の標準財政規模に対
する比率で、市全体の赤字の程度を
示しています。

■資金不足比率

経営健全化基準…20.00％

大田市　―％※２

（赤字、資金不足なし）

公営企業における資金不足額の事業
の規模に対する比率で、事業規模で
ある料金収入に対する資金不足の程
度を示しています。

■将来負担比率

　大田市はどの指標においても早期健全
化（経営健全化）基準内であり、財政状
況は健全であるといえます。しかし、
「指標が基準内にあること」が「市の財
政が豊かである」ということを示してい
るわけではありません。毎年、基金を取
り崩しているので、将来への不安を残す
結果となっています。
　今後とも、これらの指標を参考にしな
がら健全な財政運営に努めていきます。
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令和４年度

決算報告
一般・特別会計の概要

【一般会計・歳入】
　予算現額268億3,675万円に
対して、調定額264億2,545万
円、収入済額は256億8,682万
円、不納欠損額2,027万円、収
入未済額7億1,835万円の決算
となっており、収入率は予算
比95.7％、調定比97.2％とな
っています。
【一般会計・歳出】
　支出済額250億1,700万円、
執行率93.2％となり、翌年度
繰越額8億4,529万円を差し引
いた不用額は9億7,446万円と
なっています。
【特別会計】
　8会計の歳入総額122億9,488
万円、歳出総額119億9,323万
円で実質収支額は、2億9,986
万円の黒字となりました。
【市債残高】
　一般会計における令和4年度
末の市債残高は、前年度末よ
り10億85万円減少しています。
特別会計分を合わせた市債残
高は、前年度末より5億6,938
万円減少し、323億8,341万円
となりました。

市ホームページ

ホームページをご覧ください
財政状況、財政健全化判断比率の
詳細は、市公式ホームページでも
公開しています。

問財政課（☎0854‐83‐8017）

一般会計　歳入・歳出グラフ

歳入
256億8,682万円

歳出
250億1,700万円

市税
38億1,592万円

14.9％

負担金及び手数料等
3億4,114万円

1.3％

繰入金 
5億6,800万円

2.2％

その他
16億1,416万円

6.3％

地方交付税
98億9,187万円

38.5％

自主財源  
63億3,922万円

24.7％

人件費
45億5,507万円

18.2％

扶助費
41億3,784万円

16.5％ 公債費
30億2,468万円

12.1％

義務的経費
117億1,759万円

46.8％
投資的経費

32億2,793万円
12.9％

その他 
100億7,148万円

40.3％

このグラフは歳出を義務的な
経費と投資的な経費に分けたもの

普通建設事業費
27億6,693万円

11.1％災害復旧事業費
4億6,100万円

1.8％

物件費
32億9,582万円

13.3％

補助費等
29億8,368万円

11.9％

維持補修費
1億589万円

0.4％

積立金
7億8,106万円

3.1％

繰出金
22億4,872万円

9.0％

その他 6億5,631万円 2.6％

依存財源
193億4,760万円

75.3％

このグラフは歳入を自主財源と
それ以外の依存財源に分けたもの

地方譲与税等
11億5,022万円

4.5％

地方特例交付金
2,838万円
0.1％

国庫支出金
44億1,207万円

17.2％

県支出金
19億5,986万円

7.6％
市債

19億520万円
7.4％
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こ
と
も
あ
る
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ま
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。

　
お
父
さ
ん
の
弥
平
さ
ん
（
92
歳
）
と
お
母
さ
ん
の
リ
エ
さ
ん
（
85
歳
）

は
、
富
山
町
で
の
暮
ら
し
は
長
く
、
約
80
年
に
な
る
そ
う
で
す
。
お
二

人
の
長
男
で
あ
る
義
彦
さ
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さ
れ
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息
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。

　
弥
平
さ
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は
、
ひ
孫
さ
ん
お
二
人
（
３
歳
と
１
歳
）
と
の
触
れ
合
い

で
「
い
つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
」
と
話
し
、
リ
エ
さ
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は
元
気
の

秘
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を
「
笑
顔
で
家
族
だ
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ら
ん
を
過
ご
す
こ
と
」
と
話
し
て
く
だ
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い
ま
し
た
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自
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ら
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楽
し
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幸
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さ
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ご
一
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今
回
の
取
材
で
、
楽
し
く
、
に
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や
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な
日
常
の
光
景
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。
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４世代で暮らす幸村さんご一家
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大
田
市
出
身
の
木
村
さ
ん

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
大
会
で
９
位

　
６
月
26
日
か
ら
７
月
２
日
に
イ

タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
世
界
大
会
に
、
大
田
市
出
身

の
木
村
航
紀
さ
ん
（
鳥
取
大
学
探

検
部
）
が
、
男
女
混
合
部
門
に
日

本
代
表
と
し
て
出
場
し
、
総
合
順

位
で
９
位
の
成
績
を
収
め
た
こ
と

を
８
月
24
日
、
市
長
に
報
告
し
ま

し
た
。

　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
ゴ
ム
ボ

ー
ト
に
乗
っ
て
激
流
の
川
を
下
る

ス
ポ
ー
ツ
で
、
川
の
中
に
設
置
さ

れ
た
ゲ
ー
ト
を
通
る
技
術
を
競
う

「
ス
ラ
ロ
ー
ム
」
や
、
短
距
離
の

タ
イ
ム
を
競
う
「
ス
プ
リ
ン
ト
」

な
ど
４
種
目
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
30
を
超
え
る

国
か
ら
97
チ
ー
ム
、
約
４
０
０
人

が
出
場
し
、
男
子
・
女
子
・
男
女

混
合
・
パ
ラ
の
４
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

競
い
合
い
ま
し
た
。

　
木
村
さ
ん
は
「
世
界
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
技
術
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・

情
熱
が
発
揮
さ
れ
た
大
会
に
参

加
で
き
、
と
て
も
光
栄
に
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
み
、
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
と
い
う
競
技
を
広
め

て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

問
社
会
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
５
）

競
技
で
使
う
パ
ド
ル
を
持
つ

木
村
さ
ん
（
左
）

激流の中、川を下る選手たち

　
こ
の
た
び
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
を
活
用
し
、
サ
ン
ベ
電

気
株
式
会
社
（
松
江
市
）
か
ら
、

多
様
で
活
力
あ
る
産
業
を
つ
く
る

事
業
に
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
９
月
13
日
に
感
謝
状
贈
呈
式
が

開
か
れ
、
市
長
か
ら
「
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
大
田
市
の

産
業
振
興
へ
の
ご
支
援
に
深
く
感

謝
す
る
」
と
お
礼
を
述
べ
、
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

地
方
創
生
を
応
援

 

サ
ン
ベ
電
気
株
式
会
社

安
達
亨
代
表
取
締
役
社
長
（
中
央
）

長
澤
光
高
大
田
営
業
所
所
長
（
左
）

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
５
）

４
世
代
で
暮
ら
す
富
山
町
の
幸
村
さ
ん

元
気
の
秘
訣
は「
笑
顔
で
家
族
だ
ん
ら
ん
」
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参加者にブラジル料理を提供しました
さん  か しゃ

※　読みやすいように漢字とカタカナにふりがなをつけています
よ かん じ か　た　か　な

問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8172）
ていじゅう か

問学事・魅力化推進室（☎0854‐83‐8121）

　みなさん、こんにちは！
　私の名前はスミス・コナーです！
市内の５つの小学校でＡＬＴとして
働きます。
　私は、アメリカのアーリントンと
いうワシントン州の小さな都市の出
身です。ほとんどの人は私の小さな
町について知りませんが、車で１時
間ほど南にあるシアトルの町は有名
です。
　日本に来る前、私の好きなことの
１つは、シアトル周辺に点在する多

くの日本庭園や文化センターを訪れ
ることでした。シアトルの人は日本
が大好きです。私は彼らの代表とし
て、その気持ちを皆さんに伝えたい
です！
　私は、高校で２年間、日本語の勉
強をし、大学では、英語の文法、文
学、さらには出版の勉強をしました。
私は言語が大好きで、できるだけ多
くの日本語について学びたいと思っ
ています。

がつ ふくなみ かいさい ゆう ひ み かい さん  か しゅ

ぶ　ら　じ　る りょう り ていきょう ひと め ぱ　す　て　る ぽ　る　と　が　る　ご
　８月に、福波まちづくりセンター開催の「夕日を見る会」に参加し、２種
類のブラジル料理を提供しました。一つ目は「パステル（ポルトガル語：
Ｐａｓｔｅｌ）」という揚げ餃子のようなスナックで、ブラジルではよく食
べます。小麦粉を練って作った生地の中に、好きな具材を入れて油で揚げ
ます。もう一つは「キャッサバスムージー」を作りました。「キャッサバ」と
はイモの一種で、茹でるともっちりした食感があり、タピオカの原料にも
なっています。今回のイベントでは参加した皆さんに、ブラジルの国や食
文化について紹介しました。国の紹介や料理を通して、大田市の皆さんに
ブラジルの文化などを知ってもらえる良い機会になりました。

るい

あ ぎょうざ す　な　っ　く ぶ　ら　じ　る た

こ  むぎ こ ね つく き　じ なか す ぐ  ざい い あぶら あ

ひと き　ゃ　っ　さ　ば　す　む　ー　じ　ー つく き　ゃ　っ　さ　ば

い　も いっしゅ ゆ しょっかん た　ぴ　お　か げんりょう

こんかい い　べ　ん　と さん か みな ぶ　ら　じ　る くに しょく

ぶん か しょうかい くに しょうかい りょう り とお おお  だ  し みな

ぶ　ら　じ　る ぶん か し よ き かい

ICHIGO-ICHIE
一期一会

い　ち　 ご  い　ち　え

国際交流員　サトウ・アンドレイア・ユリコ
こくさいこうりゅういん さ　と　う　　　あ　ん　ど　れ　い　あ　　　ゆ　り　こ

これから３回にわたって、一人ずつ紹介します。外国語指導助手（ＡＬＴ）の 紹 介

ぶ　ら　じ　る りょう り ていきょう

　
８
月
か
ら
新
た
に
３
人
の
外
国

語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）を
迎
え
ま

し
た
。

　
市
内
の
小
・
中
学
校
を
ま
わ
り
、

外
国
語
授
業
の
補
助
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ス
ミ
ス
・
コ
ナ
ー
さ
ん
（
左
） 

　
出
身
地
：
ア
メ
リ
カ

ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
さ
ん

（
左
か
ら
２
番
目
）

　
出
身
地
：
イ
ギ
リ
ス

ド
レ
イ
ク
ス
・
ジ
ャ
バ
リ
さ
ん

（
右
か
ら
２
番
目
）

　
出
身
地
：
バ
ル
バ
ド
ス
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９
月
25
日
、
秋
の
交
通
安
全
の

一
環
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
大
田
市
駅
前

な
ど
市
内
６
か
所
で
街
頭
啓
発
活

動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
市
長
や
大
田
警
察

署
長
、
Ｊ
Ｒ
大
田
市
駅
長
、
石
見

交
通
株
式
会
社
大
田
営
業
所
長
、

大
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長

が
、
通
勤
や
通
学
な
ど
で
大
田
市

駅
を
利
用
す
る
人
に
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
な
が
ら
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
秋
到
来
で
日
が
暮
れ
る
時
間
が

早
く
な
り
ま
し
た
。
夕
暮
れ
や
夜

間
に
は
、
反
射
材
な
ど
を
身
に
つ

け
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
９
月
上
旬
、
温
泉
津
町
湯
里
の
西
田
地
区
に
、
秋
の
訪
れ
を

告
げ
る「
ヨ
ズ
ク
ハ
デ
」が
お
目
見
え
し
、道
行
く
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。こ
れ
は「
西
田
ヨ
ズ
ク
ハ
デ
保
存
会
」（
中
井

秀
三
会
長
）
が
、
西
田
地
区
に
昔
か
ら
伝
わ
る
伝
統
的
な
稲
穂

の
干
し
方
を
後
世
に
引
き
継
ご
う
と
毎
年
製
作
し
て
い
ま
す
。

そ
の
製
作
技
術
は
「
大
田
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
」
と
国
が

選
択
す
る
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文

化
財
」
で
あ
り
、
大
変
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
ヨ
ズ
ク
ハ
デ
」
の
名
は
、
そ
の
形
が
ヨ
ズ
ク
（
フ
ク
ロ
ウ
）

が
羽
を
休
め
る
姿
に
似
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
４

本
の
丸
太
か
ら
な
る
高
さ
５
㍍
に
組
み
上
げ
ら
れ
た
角
す
い
形

の
柱
に
、刈
り
取
っ
た
稲
穂
を
下
か
ら
順
に
掛
け
て
い
き
ま
す
。

こ
の
稲
穂
の
干
し
方
は
西
田
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
も
の

で
、
ヨ
ズ
ク
ハ
デ
が
並
ん
だ
田
ん
ぼ
は
、
湯
里
の
秋
の
実
り
を

象
徴
す
る
景
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
伝
統
的
な
技
法
を
学
び
、
故
郷
の
良
さ
を
再
発
見
す
る
た
め
、
９
月

20
日
に
、
温
泉
津
小
学
校
の
５
年
生
16
人
に
よ
る
製
作
作
業
を
体
験
す
る
学

習
が
あ
り
ま
し
た
。
児
童
か
ら
は
「
西
田
地
区
の
こ
と
や
ヨ
ズ
ク
ハ
デ
の
由

来
、
作
り
方
な
ど
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
も
ら
い
、
勉
強
に
な
っ
た
」

「
高
い
と
こ
ろ
に
上
が
る
の
は
怖

か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
大
田
市
駅
で

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た

　
９
月
16
日
、
市
観
光
協
会
は
、

県
東
部
に
集
中
す
る
観
光
客
を

大
田
市
に
誘
致
す
る
た
め
、
出
雲

縁
結
び
空
港
に
到
着
し
た
観
光

客
に
、
観
光
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
渡
す
観
光
Ｐ
Ｒ
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
石
見
神
楽
や
大
あ
な
ご
の
の
ぼ

り
を
立
て
、
は
っ
ぴ
を
着
た
協
会

職
員
が
、
東
京
、
大
阪
か
ら
到
着

し
た
人
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
付

し
な
が
ら
「
海
神
楽
や
大
あ
な
ご

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
笑
顔

で
ア
ピ
ー
ル
。
受
け
取
っ
た
人
か

ら
は
「
海
神
楽
を
観
に
行
く
よ
」

と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

空
港
に
到
着
し
た
人
に
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
付
し
、
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た

柱
に
稲
穂
を
掛
け
て
い
く
作
業
を

体
験
し
ま
し
た

市内６か所で交通安全を呼びかけ
秋の交通安全運動

大田の多彩な観光資源をアピール
「出雲縁結び空港」で観光客誘致

秋到来で田んぼにフクロウお目見え
西田ヨズクハデ保存会

おおだ
ウォッチング

まちの話題を紹介

西
田
ヨ
ズ
ク
ハ
デ
保
存
会
と

温
泉
津
小
学
校
５
年
生
の
皆
さ
ん
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市
内
企
業
の
若
手
後
継
者
や

経
営
者
な
ど
を
対
象
に
「
お
お
だ

未
来
創
造
塾
（
第
１
回
）」（
全
４

回
シ
リ
ー
ズ
）
が
９
月
20
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
経
営

に
関
す
る
幅
広
い
知
識
の
習
得
お

よ
び
異
業
種
交
流
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
今
後
の
大
田
市
の
未
来
を

担
う
人
財
の
育
成
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　「
や
さ
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
」
学
長
の
中
川
功
一
氏
が
講
師

と
な
り
、
新
事
業
創
造
が
求
め
ら

れ
て
い
る
理
由
や
事
業
構
築
の
基

本
理
論
な
ど
に
つ
い
て
講
義
し
ま

し
た
。

　
９
月
25
日
、
島
根
県
農
業
協
同

組
合
石
見
銀
山
地
区
本
部
、
全
国

共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
島
根

県
本
部
、（
一
財
）島
根
県
農
協
共

済
福
祉
事
業
団
か
ら
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
12
基
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
毎
年
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
に
あ
わ
せ
、
交
通
事
故
の
な
い

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
よ
う
と
各

市
町
村
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
市
長
は
「
古
く
な
っ
た
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
交
換
が
必
要
な
た
め
、

毎
年
寄
贈
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た

い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

川
上
隆
石
見
銀
山
地
区
本
部
長
よ
り

趣
意
書
と
目
録
が
渡
さ
れ
ま
し
た

大田の未来を創る経営者らに期待
おおだ未来創造塾

カーブミラーで交通事故のないまちに
島根県農業協同組合など３事業所が寄贈

　
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ

大
田
市
の
伝
統
行
事
「
中
日
つ
ぁ

ん
」
が
、
９
月
23
日
・
24
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
約
１
．

５
㌖
の
沿
道
に
は
、
唐
揚
げ
や
た

こ
焼
き
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
、

約
１
４
０
の
露
店
が
軒
を
連
ね
、

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
石
見
神
楽
、
よ
さ
こ
い
踊
り
な

ど
も
お
こ
な
わ
れ
、
会
場
を
一
層

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
植
木
、
苗
木
市
で
は
、
じ
っ
く

り
と
品
定
め
を
す
る
多
く
の
人
の

姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
国
指
定
の
天
然
記
念
物
「
琴
ヶ

浜
」
で
９
月
９
日
、
「
琴
ヶ
浜
サ

ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
２
０
２
３
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
入
場
券

は
、
浜
で
拾
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
ロ
ー
プ
な
ど
の
ご
み
。
砂
が
鳴

る
環
境
を
守
り
、
美
し
い
砂
浜
を

未
来
に
残
そ
う
と
、
有
志
に
よ
る

実
行
委
員
会
が
企
画
し
、
今
年
で

５
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
心
地
よ
い
海
風
が
吹
く
中
、
コ

ン
サ
ー
ト
が
ス
タ
ー
ト
。
刻
々
と

変
わ
る
夕
景
と
音
楽
を
、
美
し
い

砂
浜
で
心
行
く
ま
で
楽
し
み
ま
し

た
。

熱
唱
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た

伝統行事で秋の訪れ感じて
おおだ秋の彼岸市「中日つぁん」

美しい砂浜を未来につなごう
琴ヶ浜サンセットライブ２０２３

９

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
駅
通
り

講
義
を
熱
心
に
聴
き
入
る
参
加
者



今月の「＋１」　地域での見守り
プラスワン

・みんなで育児を支える社会に
・気になったときは「どうしたの？」と声かけを

11月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）へお申し込みください。

種　類 日　時 場　所 内容・対象 お持ちいただくもの

１日㈬ ９:00～11:30

13:00～16:15 身体計測・授乳相談

10:00～11:30
受付９:45～

母子健康包括支援
センター

「おおだっこ」
（市役所１階）

仁摩保健センター

乳幼児相談

授乳サロン
ごくごく

離乳食教室
（前期）

育児教室
（後期）

15日㈬

16日㈭

17日㈮

身体計測・育児相談
栄養相談・授乳相談

生後８か月頃までの
乳児とその保護者

子育てトーク・絵本
読み聞かせなど

母子健康手帳
バスタオル
おむつ

母子健康手帳
バスタオル
おむつ

母子健康手帳
バスタオル

母子健康手帳
バスタオル、おむつ
飲み物（お子さん用）

　子どもたちが自分の負担を認識し、大人に相談できる環境づくりのためにも、まずは大人
がヤングケアラーについて正しく理解することが求められています。
　私たちの周りで、子どもたちやその家族を支援するために活動している人たちがいます。
皆さんも「あの子大丈夫かな？」という意識を持つことから始めてみませんか。
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こんにちは
保健師です 知ってほしい、ヤングケアラーのこと

　本来大人が担う家事や家族の世話などを、手伝いの範囲を超え
て日常的におこなっている18歳未満の子どものことです。

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8147）

ヤングケアラーとは

こんな人がヤングケアラー

大切なのは周囲の気づき

・障がいや病気のある家族の代わりに買い物や料理・掃除・洗濯など
　の家事をする
・日本語が話せない家族や障がいのある家族のために通訳する
・幼いきょうだいの世話をする
・精神疾患のある家族の話を聞く
・障がいや病気のある家族と一緒に病院へ行く　　　など

　その中には「自分の時間がない」「進路を諦め
る」と言った声もあります。大人に代わってケア
をすることで、子どもの将来の夢や希望への影響
があると考えられます。
　ケアに対する負担の大小は、その家庭の事情や
子ども本人の受け止め方によって異なります。
「自分がやって当たり前」などの思い込みから自
覚がない場合も見られます。

　同様に、家族や親族からも「この子がやって当
たり前」などと思われることで、追い詰められて
しまうこともあります。
　ケアの内容や負担の程度は家庭によってさまざ
まです。自分のことや勉強に充てる時間が十分に
取れなかったり、ケアのことを周りに話すことが
できず孤独を感じたりすることが明らかになって
います。

　島根県と県内自治体が推進する健康づくり活動。
減塩や運動、野菜摂取、たばこ対策など、健康に関
する取り組みを「なにか１つ」加えることで、皆さ
んの健康意識を高め、生活習慣の改善につなげます。

健康長寿「＋１」活動
プラスワン



広報おおだ　Ｒ5（2023）10.1911

がん検診（集団）

健康ガイド11月 ☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

☆子宮頸がん
検診

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

種　類 医療機関 対象者など

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市

出雲市

島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

40歳以上の女性（２年に１回）
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は２回の受診が必要

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（個別）

☆大腸がん検診
 （容器配布）
個人通知なし
事前申込不要

☆子宮頸がん
検診

（事前申込不要）

仁摩保健センター

15日㈬

15日㈬

大田市民会館

15日㈬

16日㈭
28日㈫

大田市民会館

大田市民会館

種　類 日時・場所 対象者など

40歳以上（事前申込不要）
◎自己負担金　400円
・２日間の便を容器に取る検査

完全予約制
40歳以上の女性（２年に１回）
◎自己負担金　
　1,500円（２方向撮影）
◎予約先　
　健康増進課（☎0854‐83‐8151）☆乳がん検診

１日㈬
～

10日㈮

13日㈪ ９:00～16:00

９:30～11:30
13:30～15:30

13:30～15:00
17:30～19:00

13:30～15:00
17:30～19:00

13:30～15:30
17:00～19:00

９:30～11:30
13:30～15:30

９:00～17:00 大田市役所
健康増進課窓口

20歳以上の女性（事前申込不要）
◎自己負担金
・子宮頸部検査        1,000円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,000円

６日㈪



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）

　
閉
山
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年

を
経
た
石
見
銀
山
最
大
級
の
坑

道
、大
久
保
間
歩
。今
や
国
の
史
跡

と
し
て
、
採
掘
を
始
め
と
し
た
現

状
を
変
え
る
行
為
は
、
文
化
財
保

護
法
に
よ
っ
て
厳
格
に
規
制
さ
れ

て
い
ま
す
。
坑
内
に
は
採
掘
を
停

止
し
た
時
代
の
ト
ロ
ッ
コ
跡
や
枕

木
、
掘
り
残
さ
れ
た
鉱
石
が
永
い

眠
り
に
つ
い
た
よ
う
に
、
そ
の
ま

ま
の
状
態
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
そ
の
場
所
を
活
か
し
た

新
た
な
試
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
大
久
保
間
歩
は
、
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
、
公
開
活
用

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
行
政
直
営

と
は
異
な
り
、
民
間
の
ア
イ
デ
ア

や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
企
画
が
導
入
で
き

る
指
定
管
理
者
の
自
主
事
業
と
し

て
、
坑
道
内
で
二
つ
の
実
証
実
験

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
大
森
町
の
ド
イ
ツ
パ
ン

の
お
店
と
連
携
し
た
、
シ
ュ
ト
レ

ン
と
い
う
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
高
級

発
酵
菓
子
の
熟
成
で
す
。
こ
の
試

み
は
、
シ
ュ
ト
レ
ン
が
ド
イ
ツ
語

で
は
坑
道
を
意
味
し
、
実
際
に
坑

道
内
で
熟
成
を
お
こ
な
っ
て
い
る

こ
と
に
着
目
。
世
界
遺
産
と
い
う

厳
密
に
管
理
さ
れ
た
環
境
に
あ
る

現
地
を
、
食
を
通
じ
て
も
体
感
し

て
も
ら
う
こ
と
。
ま
た
、
世
界
遺

産
登
録
後
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
た

観
光
客
に
、
大
久
保
間
歩
に
つ
い

て
、
広
く
興
味
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
い
う
企
画
で
す
。

　
も
う
一
つ
の
実
証
実
験
は
、
島

根
県
立
大
学
の
地
域
政
策
学
部
に

よ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
熟
成
で
す
。

石
見
銀
山
と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
歴
史

性
と
、
現
在
の
サ
ツ
マ
イ
モ
ブ
ー

ム
を
受
け
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
久
保
間
歩
の
特
長
の
一
つ
は

夏
場
の
気
温
が
上
が
り
に
く
い
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
最
も
暑
い
日
で

も
坑
内
か
ら
は
冷
た
い
空
気
が
流

れ
出
て
、
坑
口
付
近
で
は
空
気
中

の
水
蒸
気
が
水
滴
と
な
っ
て
煙
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
夏
の
坑
内
の

気
温
は
12
〜
13
度
。
こ
の
気
温
こ

そ
サ
ツ
マ
イ
モ
の
熟
成
に
は
最
適

な
の
で
す
。

　
坑
内
の
歴
史
体
験
と
と
も
に
、

味
覚
か
ら
も
世
界
遺
産
を
体
感
し

て
も
ら
う
取
組
み
に
期
待
が
か
か

り
ま
す
。
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大久保間歩で熟成

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝
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　ページを開くと、まるで江戸時代
の旅人気分。はたご屋を営むある家
族の一日とともに、宿場町で見られ
る風景を紹介しています。
　五右衛門風呂に入ったり、部屋で
髪を結ったり。現代のホテルや旅館
との違いにも注意して楽しんでくだ
さいね。

おすすめの本
『宿場町の一日』　いわた　慎二郎／著
　　　　　　　　　　  講談社（温泉津図書館所蔵）

◇展示テーマ

第７回

11月の図書館お休みの日
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火 木 金日

⑤
⑫
⑲
㉖

月 水

７
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28

１

８
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29

２

９

16

23

30

３
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17

24

土

④
⑪
⑱
㉕

６

13

20

27

「冬ごもり」
　寒さの厳しい季節がもうすぐそこまで来てい
ます。そんなときは暖かいお家の中で、まった
り読書もいいですね。

中
　央

仁
　摩

一般「シネマの秋」
　五感が研ぎ澄まされる秋こそ、映画の世界に
どっぷり浸り、心の充電をしませんか？映画化
された小説や、映画愛あふれる本をご用意して
います。
児童「落ち葉を集めて」
　色とりどりの落ち葉を集めるように、自然や
食べ物などいろいろなジャンルから秋の豊かさ
を感じられる本を集めました。

◇行事と企画展

おはなし会

古文書を読む会

図書館フェア

おはなし会

田中敬二展

図書館

中 央

行　事

11日㈯・25日㈯　

18日㈯

４日㈯・11日㈯・18日㈯・25日㈯

18日㈯

８日㈬～29日㈬　

日　　時

仁 摩

14:00～14:20

14:00～16:00

10:15～10:45



国
が
認
め
た
過
ち

　
昭
和
28
年
に
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
・
元
患
者
・
回
復
者
の
強
制
隔

離
を
続
け
る
た
め
の
「
ら
い
予
防

法
」
が
猛
反
対
の
中
で
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
・
元
患
者
・
回
復
者
の
人

権
侵
害
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な

り
、
平
成
８
年
に
な
っ
て
よ
う
や

く
「
ら
い
予
防
法
」
は
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
の
熊
本
地
方
裁
判
所

で
の
ハ
ン
セ
ン
病
訴
訟
で
国
が
敗

訴
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
が
そ
れ

ま
で
の
ハ
ン
セ
ン
病
政
策
の
誤
り

を
認
め
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元

患
者
・
回
復
者
に
謝
罪
し
ま
し
た
。

家
族
が
受
け
た
被
害

　
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
家
族
の
置
か
れ
た
状
況

も
深
刻
で
し
た
。

　
家
族
と
突
然
引
き
離
さ
れ
た
う

え
、
学
校
へ
行
く
こ
と
や
病
院
な

ど
の
利
用
を
拒
ま
れ
る
、
結
婚
差

別
を
受
け
る
な
ど
、
厳
し
い
偏
見

や
差
別
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
す
。

ま
た
、
親
が
ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ

た
た
め
に
、
幼
い
頃
に
親
と
引
き

離
さ
れ
て
、
親
戚
の
家
や
児
童
福

祉
施
設
で
育
っ
た
子
ど
も
も
多
く

い
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
６
月
、
ハ
ン
セ
ン
病

家
族
訴
訟
判
決
で
は
、
家
族
も
偏

見
や
差
別
を
受
け
る
立
場
に
置
か

れ
た
こ
と
や
、
家
族
関
係
の
形
成

を
阻
害
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
個
人
の
人
格
形
成
に
重
大

な
、
か
つ
尊
厳
に
か
か
わ
る
人
権

被
害
を
受
け
た
と
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
国
は
隔
離
政
策

に
よ
る
人
権
侵
害
の
ほ
か
、
偏
見

や
差
別
を
な
く
す
人
権
啓
発
や
教

育
を
お
こ
な
う
義
務
が
あ
っ
た
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
怠
っ

た
責
任
が
あ
る
こ
と
が
明
確
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
人
権
啓
発
・
教
育
が
不

十
分
で
、
今
も
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
・
元
患
者
・
回
復
者
や
そ
の
家

族
へ
の
偏
見
や
差
別
が
続
い
て
い

る
こ
と
は
、
私
た
ち
も
自
身
の
問

題
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で

す
。

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者

家
族
補
償
金

　
令
和
元
年
11
月
22
日
、
ハ
ン
セ

ン
病
元
患
者
・
回
復
者
・
そ
の
家

族
に
補
償
金
を
支
給
す
る
制
度
が

で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
偏
見
や
差
別
が
残
る
中

で
、
家
族
で
あ
る
こ
と
を
申
し
出

る
こ
と
は
、
過
去
の
経
過
か
ら
考

え
て
も
、
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
国
が
当
初
に
想
定
し
て
い
た
申

請
件
数
よ
り
、
か
な
り
少
な
い
申

請
状
況
か
ら
も
み
て
も
、
そ
れ
は

明
ら
か
で
し
た
。

　
こ
れ
以
上
、
元
患
者
・
回
復
者

や
そ
の
家
族
を
苦
し
め
な
い
た
め

に
も
、
私
た
ち
が
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
と
意
識

を
持
ち
、
社
会
か
ら
偏
見
や
差
別

を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族

補
償
金
の
申
請
状
況
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
９
月
14
日
現
在
の
申

請
状
況
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
支
給
対
象
】

　
平
成
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
発

症
さ
れ
た
か
た
の
同
居
の
家
族

【
支
給
金
額
】

・
補
償
金
額
１
８
０
万
円

　
配
偶
者
（
事
実
婚
も
含
む
）、

親
、
子
、
親
・
子
の
配
偶
者
及
び

配
偶
者
の
子
な
ど

・
補
償
金
額
１
３
０
万
円

　
①
兄
弟
姉
妹
②
祖
父
母
、
孫
、

③
祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
の
配

偶
者
お
よ
び
配
偶
者
の
祖
父
母
・

兄
弟
姉
妹
・
孫
な
ど
④
曾
祖
父

母
、
ひ
孫
、
お
じ
、
お
ば
、
お

い
、
め
い

【
相
談
・
請
求
担
当
窓
口
】

　
厚
生
労
働
省
補
償
金
担
当
窓
口

☎
０
３
‐
３
５
９
５
‐
２
２
６
２

（
平
日
10
時
〜
16
時
）

【
相
談
件
数
】

　
１
万
１
９
７
５
件

【
申
請
件
数
】

　
８
１
１
５
件

【
認
定
件
数
】

　
７
８
５
４
件

【
請
求
期
限
】

　
令
和
６
年
11
月
21
日
㈭
ま
で

大
田
市
で
の
窓
口

　
大
田
市
で
は
、
令
和
４
年
９
月

か
ら
人
権
推
進
課
内
に
「
ハ
ン
セ

ン
病
問
題
市
民
相
談
窓
口
」
を
設

置
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す

る
相
談
や
家
族
補
償
金
の
申
請
方

法
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
秘
密
は
か
た
く
守
り
ま
す
。
事

前
に
電
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
相

談
室
な
ど
で
対
応
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）
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先
月
号
（
10
月
号
）
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
原
因
と
、
現
在
で
は
薬

で
治
る
病
気
で
あ
る
こ
と
や
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
症
状
や
発
症
の
原
因
が

不
明
だ
っ
た
時
代
か
ら
続
く
、
差
別
さ
れ
て
き
た
理
由
に
つ
い
て
、
ま

た
こ
れ
ま
で
日
本
が
お
こ
な
っ
て
き
た
ハ
ン
セ
ン
病
政
策
の
誤
り
に
よ

り
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
が
生
じ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
後
編
と
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
・
回
復
者
・
そ

の
家
族
が
受
け
た
被
害
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
補
償
金
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

きずな石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
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ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
・
回
復
者
・

そ
の
家
族
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

【後編】



　
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な

い
人
も
、
申
請
に
よ
り
「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
を

受
け
た
場
合
は
、
税
法
上
の
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65

　
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、
主
治
医

　
意
見
書
な
ど
を
も
と
に
審
査

　
し
、「
身
体
障
が
い
者
ま
た
は
知

　
的
障
が
い
者
に
準
じ
る
人
」
と

　
し
て
認
め
ら
れ
る
人

※
　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

す
べ
て
の
人
が
、
必
ず
対
象
に
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
　
継
続
し
て
控
除
を
受
け
る
に

は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
方
法

　
申
請
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る

　
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

　
持
参
し
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
０
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
９
３
４
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
1
）

　
農
林
水
産
省
で
は
、
11
月
１
日

現
在
で
「
２
０
２
３
年
漁
業
セ
ン

サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
我
が
国
の
水
産
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基
礎
的
な

調
査
で
す
。

　
10
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員
が

「
漁
業
関
係
者
」の
お
宅
な
ど
を
訪

問
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
の
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
回
答
も

可
能
で
す
。
調
査
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
５
）

　
小
型
特
殊
自
動
車
（
ト
ラ
ク

タ
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）
の

所
有
者
は
、
道
路
を
走
る
、
走
ら

な
い
に
関
係
な
く
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）の
申
告
を
し
て
、ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
（
標
識
）
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
買
い
替
え
や
新
た
に
取
得
さ
れ

た
人
は
、
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。
　

▽
小
型
特
殊
自
動
車
と
は

・
乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
作
業
車

　（
ト
ラ
ク
タ
、コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
）

※
　
農
耕
ト
ラ
ク
タ
で
け
ん
引
す

る
農
耕
作
業
用
ト
レ
ー
ラ
（
マ

ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
、
ス
プ
レ
ー

ヤ
な
ど
）
も
、
申
告
が
必
要
で
す
。

・
一
定
の
規
格
内
の
特
殊
自
動
車

　（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
メ
ー
カ
ー
名
、
車
台
番
号
な
ど

　
が
分
か
る
も
の
（
販
売
証
明
書

　
な
ど
）

・
届
出
者
の
本
人
確
認
書
類
（
自

　
動
車
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン

　
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

・
本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
人
以

　
外
が
申
告
を
す
る
場
合
、
使
用

　
者
お
よ
び
所
有
者
の
は
ん
こ
が

　
必
要
で
す
。（
法
人
名
義
で
登
録

　
す
る
と
き
は
法
人
の
代
表
者
印
）

▽
交
付
申
請
場
所

・
市
役
所
税
務
課
市
民
税
係

・
温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

・
仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

問
税
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
２
）

　
や
す
ら
ぎ
サ
ロ
ン
で
は
、
来
館

者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
た

り
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
和
や
か

な
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
買
い
物
や
病
院
受
診
の
際
の
雨

宿
り
や
、
汽
車
や
バ
ス
の
待
ち
時

間
な
ど
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
月
・
火
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　
９
時
〜
16
時

▽
会
場
　
大
田
市
駅
通
り

　
　
　
　
や
す
ら
ぎ
サ
ロ
ン

▽
料
金
　
無
料

▽
対
象
　
お
お
む
ね
65
歳
以
上

▽
定
員
　
15
人
程
度

問
大
田
市
や
す
ら
ぎ
サ
ロ
ン
運
営

協
議
会

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
８
３
１
１
）

　
東
京
23
区
（
５
年
以
上
在
住
者

ま
た
は
５
年
以
上
通
勤
者
）
か
ら

島
根
県
へ
移
住
し
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
人
に
移
住
支
援
金
を

支
給
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
ご
友
人
、
お
知
り
合

い
で
該
当
す
る
人
に
、
ぜ
ひ
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
額
　
世
帯
１
０
０
万
円

　（
18
歳
未
満
の
者
１
人
に
つ
き

　
１
０
０
万
円
加
算
）

　
単
身
60
万
円

※
　
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

し
ま
す
。
要
件
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
「
く
ら
し
ま
ね
っ
と
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
定
住
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
２
）

広報おおだ　Ｒ5（2023）10.19

所
得
税
・
住
民
税
上
の

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

小
型
特
殊
自
動
車
は

軽
自
動
車
税
の
申
告
を

東
京
圏
か
ら
移
住
す
る
人
に

支
援
金
が
あ
り
ま
す

２
０
２
３
漁
業
セ
ン
サ
ス

大
田
市
や
す
ら
ぎ
サ
ロ
ン

くらしまねっと
ホームページ

申

…申し込み先
問…問い合わせ先

市　勢
（令和５年10月１日現在）

（　　）内は前月比

お
知
ら
せ

○人　口　32,323人　（△ 39）
　・男　　15,538人　（△ 17）
　・女　　16,785人　（△ 22）
○世帯数　15,463世帯（△  8）
○出生数　　　17人
○死亡数　　　58人
○面　積　435.34㎢

申

14
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島
根
県
へ
の
移
住
を
促
進
す
る

た
め
、
県
内
全
市
町
村
の
担
当
者

や
関
係
者
な
ど
が
東
京
に
集
ま
り

ま
す
。
仕
事
・
暮
ら
し
な
ど
、
移

住
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
、
相

談
を
受
け
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
東
京
圏
に
在
住
し
て
い
る
ご
家

族
、
ご
友
人
、
お
知
り
合
い
な
ど

に
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
11
月
19
日
㈰

　
　
　
　
11
時
〜
16
時

▽
会
場
　
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

▽
料
金
　
無
料

▽
対
象
　
島
根
県
へ
移
住
を
考
え

　
て
い
る
人

※
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
・
問
ま
ち
づ
く
り
定
住
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
２
）

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続

登
記
の
申
請
が
義
務
化
に
な
り
ま

す
。
司
法
書
士
会
・
法
務
局
・
市

役
所
の
共
催
に
よ
り
相
続
登
記
の

こ
と
だ
け
で
な
く
、
相
続
全
般
・

空
き
家
・
固
定
資
産
税
な
ど
、
幅

広
く
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
申

し
込
み
の
う
え
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
11
月
26
日
㈰

　
　
　
　
13
時
〜
17
時

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す

▽
相
談
料
　
無
料

▽
申
込
期
間
　
毎
週
月
曜
日
〜
金

　
曜
日
　
10
時
〜
16
時

▽
申
込
期
限
　
11
月
24
日
㈮

　
・
問
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
‐
24
‐
１
４
０
２
）

　
直
木
賞
受
賞
作
「
し
ろ
が
ね

の
葉
」
の
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▽
日
時
　
12
月
２
日
㈯

　
　
　
　
10
時
〜
15
時
30
分

　
　
　
　
（
雨
天
時
９
日
実
施
）

▽
集
合
・
解
散
場
所

　
　
　
　
石
見
銀
山
公
園

▽
参
加
費
　
２
０
０
０
円
　

▽
対
象
者
　
高
校
生
以
上

▽
定
員
　
　
先
着
20
人

▽
持
ち
物
　
弁
当
、
水
筒
、
虫
よ

　
け
ス
プ
レ
ー
、
雨
具
な
ど

▽
コ
ー
ス
　
原
田
駐
車
場
〜
本
谷

　
〜
石
銀
集
落
跡
（
昼
食
）
〜
佐

　
毘
売
山
神
社
〜
清
水
谷
製
錬
所

　
跡
〜
石
見
銀
山
公
園

▽
申
込
期
限
　
11
月
20
日
㈪

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
石
見
銀
山
ガ
イ
ド
の
会

（
☎
０
８
５
４
‐
89
‐
０
１
２
０
）

　
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
苗
の
植
栽

活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
12
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

▽
会
場
　
三
瓶
町
池
田
　
私
有
林

▽
定
員
　
先
着
50
人
程
度

▽
参
加
費
　
無
料

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
銀
林
の
恵
み
森
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
（
伊
藤
☎

０
９
０
‐
６
４
０
２
‐
５
２
４
２
）

▽
日
時
　
11
月
11
日
㈯

　
　
　
　
13
時
〜
15
時

▽
会
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費
　
１
０
０
円

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０

‐
６
３
１
５
‐
９
５
１
７
）

問産業企画課（☎0854‐83‐8073）

石
見
銀
山
ウ
ォ
ー
ク

「
し
ろ
が
ね
の
葉
」舞
台
巡
り

15

し
ま
ね
移
住
フ
ェ
ア

２
０
２
３
㏌
東
京

催
　
　
し

合
同
相
談
会

ス
ギ
花
粉
の
少
な
い
森
に

変
え
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い
　

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

申

申

申申申

使っちゃんさい！おおだでキャッシュレス
どがなかなキャンペーン

　物価高騰などの影響を受ける市内事業者や消費者を支援するため、
キャンペーン期間中に市内対象店舗において「au PAY」「PayPay」

「ｄ払い」で支払うと、支払額の最大20％が戻ってくるお得な還元
キャンペーンを実施します。

加盟店募集中！ 　キャンペーンに併せ、「au PAY」「PayPay」
「ｄ払い」の新規導入店舗を募集しています。

▽対象店舗
　大手チェーン（コンビニエンス
　ストア・ドラッグストアなど）
　を除く、市内の飲食店・小売
　店・サービス店・宿泊施設など
※　介護施設、病院・医院、調剤
薬局、保険・保険代理店などは各
種法令に抵触するため対象外とな
ります。
※　申込時期によって、キャン
ペーンの対象とならない場合があ
ります。

☎0120‐977‐352

平日10：00～18：00

12月29日～１月３日を除

く

☎0120‐114‐331

平日９：30～17：30
土日祝日／年末年始除く

☎0120‐957‐640

10：00～19：00年中無休

年末年始メンテナンス

日除く

　期間中、市内の対象店舗において
キャッシュレス決済サービス「au PAY」

「PayPay」「ｄ払い」で支払うと、支払金
額の最大20％分のポイントが付与され
ます。予算の上限に達した時点で、早期
終了となる場合があります。
・ポイント付与上限
　決済サービス毎に
　　１回2,000ポイント
　　期間中5,000ポイント

キャンペーン特設サイト

キャンペーン概要
11月１日㈬～12月31日㈰

※　適用には条件があります。



　マイナンバーカードの交付・申請について、次のとお
り休日窓口の開設と平日の窓口延長をおこないます。
　事前に市民課への予約が必要です。
休日窓口（日曜日）８：30～12：00
11月12日・26日　12月10日・24日　
令和６年１月14日・28日
平日窓口延長（月曜日）17：15～19：30
11月６日・20日　12月４日・18日　
令和６年１月15日・22日
▽申請・交付場所　市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカード
を保管していますので、５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
※　予約状況などにより、希望日時に受け取りができな
い場合があります。
　　　　　　　　　 　・問市民課（☎0854‐83‐8067)

▽
募
集
期
間
　
10
月
20
日
㈮
〜

　
11
月
６
日
㈪
17
時
ま
で

▽
入
居
者
の
決
定
　
住
宅
の
困
窮

　
状
況
を
考
慮
し
、
選
考

▽
家
賃
　
収
入
に
応
じ
て
決
定

▽
募
集
住
宅
名

　
所
在
地
／
募
集
戸
数
／
住
宅
使

　
用
料
／
間
取
り
／
建
設
年
度

【
市
営
住
宅
】

◇
高
禅
寺
住
宅

　
長
久
町
長
久
ロ
４
２
６
番
地
35

　
／
１
戸
／
２
万
９
０
０
円
〜
４

　
万
１
０
０
０
円
／
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／

　
昭
和
62
年
度

◇
み
そ
の
ハ
イ
ツ

　
温
泉
津
町
温
泉
津
イ
９
２
３
番

　
地
／
２
戸
／
１
万
９
０
０
０
円

　
〜
３
万
７
３
０
０
円
／
３
Ｌ
Ｄ

　
Ｋ
／
平
成
12
年
度

◇
松
山
住
宅

　
温
泉
津
町
温
泉
津
イ
６
６
５
番

　
地
／
２
戸
／
１
万
１
6
０
０
円

　
〜
２
万
３
2
０
０
円
／
３
Ｄ
Ｋ

　
／
昭
和
52
〜
53
年
度

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

◇
高
浜
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
仁
摩
町
仁
万
１
３
９
９
番
地
４

　
／
１
戸
／
４
万
５
０
０
０
円
〜

　
７
万
円
／
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
平
成
14

　
年
度

◇
湯
里
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
温
泉
津
町
湯
里
１
７
２
８
番
地

　
３
／
１
戸
／
４
万
５
０
０
０
円

　
／
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
平
成
６
年
度

※
　
入
居
資
格
に
適
応
し
た
人
を

対
象
と
し
た
住
宅
で
す
。

※
　
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
ま
た
は
暴
力
団

関
係
者
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

問
都
市
計
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
１
０
）

◇
食
肉
料
理
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時
　
11
月
25
日
㈯

　
　
　
　
10
時
〜
12
時
30
分

▽
メ
ニ
ュ
ー

　
肉
料
理
２
品
と
パ
ン
ま
た
は
ご

　
は
ん

◇
衛
生
的
な
食
肉
料
理
講
習
会

▽
日
時
　
12
月
８
日
㈮

　
　
　
　
10
時
〜
12
時
30
分

▽
メ
ニ
ュ
ー

　
家
庭
で
気
軽
に
作
ら
れ
る
肉
料
理

い
ず
れ
も

▽
会
場
　
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

▽
参
加
費
　
無
料

▽
定
員
　
各
20
人

▽
申
込
開
始

　
10
月
25
日
㈬
９
時
〜
定
員
に
達

　
す
る
ま
で

※
　
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
申
し
込

み
可
能
。

　
・
問
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
６
７
０
０
）

　
就
職
し
た
い
求
職
者
へ
の
「
寄

り
添
い
支
援
」
で
「
働
き
た
い
」

を
応
援
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

　
　
　
　
13
時
〜
16
時

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
相
談
料
　
無
料

▽
申
込
締
切
　
11
月
17
日
㈮

　
　
　
　
　
　
18
時
ま
で
　

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事
セ

ン
タ
ー
浜
田

（
☎
０
８
５
５
‐
25
‐
５
１
１
１
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
エ
ク
セ
ル
基
礎
）

▽
日
時
　
11
月
10
日
〜
29
日
の
間

　
の
㈪
・
㈬
・
㈮
19
時
〜
21
時

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　　　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
１
０
０
０
円

▽
対
象
　
キ
ー
ボ
ー
ド
と
マ
ウ
ス

　
操
作
が
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
11
月
２
日
㈭

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

　
Ｐ
Ｃ
基
礎
・
経
理
事
務
科
、
パ

ソ
コ
ン
講
習
、
複
式
簿
記
の
基
礎

知
識
の
習
得
、
就
職
支
援
ほ
か

▽
日
時
　
令
和
５
年
12
月
１
日
㈮

　
〜
令
和
６
年
３
月
29
日
㈮
の
間

　
の
平
日
（
12
月
29
日
〜
１
月
３

　
日
は
休
講
）

・
就
職
支
援
・
パ
ソ
コ
ン
講
習
な
ど

　
９
時
10
分
〜
15
時
50
分

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代
１
万
４

　
０
０
０
円
程
度
、
保
険
料
３
７

　
０
０
円

▽
対
象
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受

　
講
指
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申申

申

マイナンバーカード
休日・夜間窓口を開設

申
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秋の全国火災予防運動　11月９日～15日

　　　　家族で取り組もう　住宅防火対策

17

全国一斉
「女性の人権ホットライン」強化週間
　松江地方法務局と島根県人権擁護委員連合会では、
女性をめぐるさまざまな人権問題の解決を図るための
取り組みの一つとして、11月15日から21日までの１週
間を、全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
と定め、相談受付時間を通常より延長して電話相談を
お受けします。
　夫やパートナーからの暴力、職場におけるセクシュ
アル・ハラスメントやストーカー行為などでお困りの
人、周りでそういったことを見聞きしたという人は、
１人で悩まずに「女性の人権ホットライン」にお電話
ください。
　相談は無料で、相談内容の秘密は守りますので安心
して相談してください。

◇期　間　11月15日㈬から21日㈫まで
◇時　間　８時30分から19時まで
　　　　　（ただし、土曜日・日曜日は10時から17時
　　　　　　まで）

◇電　話　０５７０－０７０－８１０

◇相談員　法務局職員または人権擁護委員

おおだｅスポーツフェスティバル
大田商工会議所青年部創立45周年記念事業

　大田初のｅスポーツ大会・体験会を開催します。
　ｅスポーツとは運動競技のように、ビデオゲームに
おいて一定のルールのもと、対戦や競争をおこなう競
技のことです。お気軽にご来場ください。

◇日　時　12月10日㈰
　　　　　９時～開会式
　　　　　９時30分～ぷよぷよ大会　小学生の部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （定員32人）
　　　　　10時45分～フォートナイト大会
　　　　　　　　　　　 （ＮｉｎｔｅｎｄｏＳｗｉｔｃｈ限定）
　　　　　13時～ぷよぷよ大会　フリーの部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （定員32人）
　　　　　15時～閉会式
◇会　場　大田商工会議所
◇参加料　無料
◇主　催　大田商工会議所青年部、ダイコウラボ、大
　　　　　田市共創推進プロジェクトチーム
※　詳細は下記二次元コードからご確認ください

問松江地方法務局人権擁護課
　　　 （☎0852‐32‐4260）

問大田市共創プロジェクト事務局：政策企画課
  　　　　　　　　　　　（☎0854‐83‐8005）

火を消して　不安を消して　つなぐ未来 この時季、空気の乾燥する日
が多くなり、火災が起こりや
すくなります。屋内外問わず
火の用心を心掛けてください。

　火災の原因は、たばこ・ストーブ・こんろ・電気機器な
どの生活するうえで身近にあるものが多く占めています。
　日頃から取り組んでいただきたい住宅防火対策を紹介し
ます。家族みんなで、火災から尊い命を守りましょう。

①寝たばこを絶対にしない、させない
②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
③こんろを使うときは火のそばを離れない
④コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラ
　グは抜く

①火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ
　などは安全装置の付いた機器を使用する
②火災の早期発見のために、住宅用火災警報器
　を定期的に点検し、10年を目安に交換する
③火災の拡大を防ぐために部屋を整理整頓し、
　寝具・衣類・カーテンは防炎品を使用する
④火災を小さいうちに消すために、消火器など
　を設置し、使い方を確認しておく
⑤お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と
　避難方法を常に確保し、備えておく
⑥防火防災訓練への参加、戸別訪問などによ
　り、地域ぐるみの防火対策をおこなう習慣①～④

対策①
対策② 対策③ 対策④ 対策⑤

火
災
を
発
生
さ
せ
な
い

初
期
の
段
階
で
消
火
す
る

燃
え
広
が
ら
せ
な
い

早
く
知
る
・
気
づ
く

危
な
い
と
判
断
し
た
ら

素
早
く
避
難
す
る
　
　

隣近所との協力体制を構築する　対策⑥

Oda-esports-festival
ホームページ
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ごみの持ち込み

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋

11月不燃ごみの収集日

日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　５日・19日　
一般家庭　８時30分～11時30分

※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

18

新型コロナウイルスワクチン接種

●令和５年秋開始接種
▽対象者　　初回（１・２回目）接種が完了した５歳以上のすべての人
▽接種期間　令和５年９月20日～令和６年３月31日
▽接種費用　無料
▽接種ワクチン　オミクロン株ＸＢＢ.１.５　１価ワクチン
　　　　　　　 （ファイザー社製またはモデルナ社製）
▽接種券の発送
　・ワクチンの供給量に限りがあるため、重症化リスクの高い65歳以上の
　　人、基礎疾患のある人で、令和５年５月、６月に接種を受けている人
　　から順に接種券を発送しています。
　・64歳以下の人への接種券の発送は、ワクチンの供給状況に応じて発送
　　を予定しており、10月中旬以降に順次発送する予定です。
　　ただし、64歳以下の人で基礎疾患があり、接種を希望される人は、接
　　種券の発行申請をお願いします。
　・令和５年４月以降に黄色の接種券を送付している人で、追加接種を受
　　けていない人へは接種券を送付しません。お持ちの接種券を使って接
　　種を受けてください。接種券がない場合は、再発行の手続きが必要です。
●接種券申請方法
・接種券をなくした人、基礎疾患のある人は下記のいずれかの方法で申請
　してください。
①窓口または郵送での申請
　申請書は、市役所本庁および支所、市内医療機関に設置しているほか、
　市ホームページでダウンロードできます。
　申請書に必要事項を記入し、窓口または郵送で下記まで申請してください。
　　申請先：〒694-8502　　大田市健康増進課　行
②インターネットでの申請
　厚生労働省ＷＥＢサイト（コロナワクチンナビ）から申請してください。

●初回（１・２回）接種
・初回接種は引き続き令和６年３月末まで接種を受けることができます。
・接種ワクチンはオミクロン株ＸＢＢ.１.５　１価ワクチンです。
・接種実施医療機関など詳しいことは、市ホームページをご確認いただく
　か、健康増進課までお問い合わせください。

市ホームページ

厚生労働省ＷＥＢサイト
（コロナワクチンナビ）

数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

25日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308

18日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088

18日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373

②みんなの食堂
　祖式ジム

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

子ども食堂11月の予定

１日
２　
９　
13　
10　
14　
８　
16　
６　
７　
16　

15
17
22
27
24
28
29
30
20
21
30

　28日
　22日

問健康増進課（☎0854‐83‐8203）
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11月の相談

19

生活相談

こころの健康相談（要予約）

難病相談

移動ナースバンク

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

一般相談

14日㈫　
10時～12時
要予約・無料

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分

電話相談のみ
４日㈯ ９時～11時30分

就労相談
（要予約）

８日㈬　
13時30分～15時30分

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）

28日㈫ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9825）申
７日㈫・21日㈫　９時30分～11時 県央保健所

22日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉のお仕事相談会

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）
22日㈬ 13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

10日㈮ 19時～20時30分 大田商工会議所

２日㈭・10日㈮
17日㈮・24日㈮
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後
期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　10月27日㈮、30日㈪、31日㈫
　11月10日㈮、28日㈫、29日㈬、30日㈭
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　11月19日㈰

  問収納管理室（☎0854‐83‐8026）

期限内に納付をお願いします税・保険料

申

年金相談（要予約）

交通事故相談（要予約）

行政相談
10日㈮　９時～12時 仁万まちづくりセンター
問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

17日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
10日㈮　10時～12時
問サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）

ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。

７日㈫・24日㈮　10時～15時 市役所４階大講堂
　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

７日㈫　９時～15時 市役所２階第２会議室
申

申

納期限および口座振替日
市県民税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

10月31日
３期
４期
４期

11月30日
―

５期
５期



詳しくは市ホームページの
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演目「塵輪」での１シーン
勇壮な舞いをシャッターに収めようと、カメラをかまえる多くの姿がみられました

　ウェディングフォトを中心に活躍する鳥井町の写真
家、宮脇洸太さんが、国際ウェディングフォトコンテス
トの「ＣＯＳＭＯＳ　ＡＷＡＲＤＳ　２０２３」のウェ
ディングフォト部門において世界２位、「ＷＯＲＬＤＳ
ＴＯＰ　１０　ＷＥＤＤＩＮＧ　ＰＨＯＴＯＧＲＡＰＨ
ＥＲＳ　２０２２」において４年連続日本１位を受賞し
たことを、９月13日に市長に報告しました。
　両コンテストともに、世界中から各国を代表するウェ
ディングフォトグラファーが応募し、世界的にも著名な
写真家による厳正な審査がおこなわれました。特に「Ｃ
ＯＳＭＯＳ　ＡＷＡＲＤＳ」は、審査基準が世界で一番
厳しいと言われています。
　このたびの受賞で、市長は「インパクトがあり素晴ら
しい。これからも飛躍してほしい」と期待を寄せまし
た。宮脇さんは「島根から世界へ向けて戦える技術を
日々研究していきたい」と話しました。

受
賞
し
た
作
品
を
報
告
す
る

宮
脇
さ
ん
（
右
）

写真家　宮脇  洸太さん
島根から世界へ挑戦し続ける―
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